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概 要  
物 件  規 格 等  

自動心肺蘇生器

（自動心臓マッ

サージ器）等一

式（附帯設備を

含む）  

１ 物件の内訳及び台数  

⑴ 自動心肺蘇生器（自動心臓マッサージ器）  

   ３９台  

⑵ ターポリン担架（収納バッグ兼用）  

   ２９枚  

⑶ ＦＲＰ製複合容器８．４リットル酸素ボンベ  

   ６本  

⑷ 救急用空気調整器 

   １個  

⑸ 空気供給ホース（スパイラル仕様）２メートル  

   １個  

２ 導入目的  

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用し、「心肺停止傷病者に対する消防職員の感染対策を推

進する」ために、自動心肺蘇生器（自動心臓マッサージ器）

等一式を救急隊及び航空隊等に整備する。 

 

議案第２０２号 

 

訴訟上の和解について 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊事件につい

て、次のとおり和解したいので、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に

より議会の議決を求める。 

 

令和４年１１月２８日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

１ 事件名 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

事件 

２ 当事者 原告 ＊ ＊ ＊ ＊ 

      被告 川 崎 市 

３ 和解内容 

⑴ 被告は、原告に対し、和解金として１４０万円の支払義務があることを

認める。 

⑵ 被告は、原告に対し、前項の金員を、本和解成立日から３０日以内に、

原告の指定する口座に振り込む方法により支払う。振込手数料は、被告の

負担とする。 

⑶ 原告は、その余の請求を放棄する。 

⑷ 原告及び被告は、原告と被告との間には、本件に関し、本和解条項に定

めるもののほかに何らの債権債務がないことを相互に確認する。 

⑸ 訴訟費用は、各自の負担とする。 



４ 和解理由 

  本事件は、横浜地方裁判所川崎支部から職権による強い和解勧告がなされ

たこと及びこの和解により原告と被告との間の紛争が早期に解決することを

勘案し、和解しようとするものである。 
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   事 件 の 概 要 

 

１ 平成２８年６月４日、原告は、川崎区京町３丁目２１番１号先路上を歩行

中、路上に放置されていたポール固定用のボルトにつまずいて転倒し、負傷

した。 

２ このことについて、原告から本市に対し、原告が負傷し、右上肢及び手指

の関節障害等の後遺障害を負うに至ったのは、本市の道路の管理に瑕疵があ

ったためであるとして、令和元年６月２日に損害賠償請求がなされ、同年１

１月２９日に横浜地方裁判所川崎支部に国家賠償請求訴訟が提起された。 

３ 本訴訟は、係属して以来、１８回の口頭弁論等を経てきたが、裁判所から

職権による強い和解勧告がなされたものである。 

か し  


